
　３月１日㈬、原田町長が、令和５年第　３月１日㈬、原田町長が、令和５年第
１回美里町議会定例会で、令和５年度の１回美里町議会定例会で、令和５年度の
町政運営に対する基本的な考え方である町政運営に対する基本的な考え方である
施政方針を表明しました。施政方針を表明しました。
　その中から、まちの未来や今後の取組み　その中から、まちの未来や今後の取組み
をお伝えします。をお伝えします。

主な事務事業を紹介します
教育・文化

・ＡＩドリル等の活用により学習の充実を図る
・スポーツの習慣化を図るため、健康意識の向
上や生活習慣病、介護予防、地域交流につな
がる魅力ある事業を実施する

・スポーツを通じた交流の機会を創出するため、
魅力的な運動プログラムを検討する

産　業
・農業経営収入保険料の一部を助成する
・官学連携で、ブルーベリーやエゴマなどの販
路拡大、新商品の開発に努める

・森林環境譲与税を活用し、埼玉県中央部森林
組合と連携して森林整備に努める

・住宅改修資金補助金制度を見直し、町内業者の
活用増加による地域経済の活性化につなげる

・円良田のハイキング道およびカタクリ植栽の
整備に向け、設計業務に着手する

・さまざまな媒体を活用し、町の魅力の発信や
観光、特産品の紹介など広くＰＲする

保健・福祉・医療
・妊娠届出時に５万円、出生届出後にはミムリ
ン出産祝金とあわせて１０万円を支給する

・妊産婦に対して、オンラインやオンサイトで
の親子の運動教室を開催する

・介護予防事業への参加率が低い男性に対して、
運動をメインとした事業を実施する

・タクシー利用料金補助の限度額を引き上げる
・発達障害等を抱える子どもに対して、学校と
連携し、支援を行う

・�支援の必要性が高い人の情報把握と定期的な
リスク管理を図り、児童虐待の早期発見や防
止に努める

・結婚新生活支援事業の対象要件を緩和し、支
援を拡充する

・保険事業の医療費の適正化および特定健康診
査などの受診率向上に努める

まちづくり・行政
・「美里町再生可能エネルギー発電設備の設置
事業及び運営事業の適正管理に関する条例」
を制定し、災害の防止と生活環境の改善に努
める

・企業版ふるさと納税により歳入の拡充を図る

生活環境
・警察と協議し、不鮮明な停止線を修繕する
・水道事業の管路更新計画を策定する

住民一人ひとりが誇りを持って暮らせる住民一人ひとりが誇りを持って暮らせる
美しの里の実現に向けて ―美しの里の実現に向けて ―

　新型コロナウイルス感染症により、町を取り巻く環境は大変厳しい
状況にあります。このような状況だからこそ、従来の取組みの検証・
見直しを行い、時代の潮流をしっかり捉えた事業を展開し、これまで
以上に、地方創生に全力を尽くしてまいる所存でございます。
　皆様には、格別なるご理解とご協力を賜りますよう心からお願い申
し上げ、私の町政運営に対する施政方針といたします。

美里町長　　原 田 信 次

令 和 ５ 年 度令 和 ５ 年 度
施 政 方 針施 政 方 針

【
教
育
・
文
化
】

　
美
里
町
立
小
学
校
適
正
規
模
等
検
討
委
員

会
の
答
申
お
よ
び
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ほ

か
、
小
学
校
適
正
規
模
等
検
討
資
料
作
成
業

務
委
託
に
よ
る
検
討
資
料
に
基
づ
き
、
最
適

な
方
法
お
よ
び
時
期
を
見
極
め
る
と
と
も
に
、

未
来
を
担
う
児
童
の
よ
り
良
い
教
育
環
境
確

保
に
向
け
た
今
後
の
方
針
を
決
定
し
て
ま
い

り
ま
す
。

【
産
業
】

　
地
消
地
産
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本
理
念

を
定
め
る
「
美
里
町
地
消
地
産
の
推
進
に
関

す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
安
全
で
安
心
な
町

内
農
産
物
等
の
供
給
や
食
育
を
推
進
す
る
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
保
健
・
福
祉
・
医
療
】

　
す
べ
て
の
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
が
安
心
で

き
る
よ
う
、
伴
走
型
相
談
支
援
の
充
実
を
図

る
と
と
も
に
、
国
の
出
産
・
子
育
て
応
援
交

付
金
を
活
用
し
、
経
済
的
支
援
を
実
施
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
、
相
談
支
援
の
中
核
的
な
役
割
を
担

う
「
児
玉
郡
市
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
」
を
共
同
で
設
置
し
ま
す
。

【
ま
ち
づ
く
り
】

　
沼
上
地
内
の
水
殿
瓦
窯
跡
周
辺
に
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代
が
日
常
的

に
利
用
で
き
、
災
害
時
に
は
緊
急
避
難
場
所

と
な
る
よ
う
な
、
安
心
か
つ
魅
力
あ
ふ
れ
る

公
園
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

【
生
活
環
境
】

　
近
年
の
環
境
保
全
や
地
球
温
暖
化
に
対
応

し
た
環
境
分
野
に
お
け
る
持
続
可
能
な
取
組

み
と
し
て
、「
美
里
町
環
境
保
全
条
例
」
お
よ

び
「
美
里
町
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
」を
改
正
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

町
の
良
好
な
環
境
の
享
受
や
循
環
型
社
会
の

形
成
、
清
潔
な
生
活
環
境
の
保
全
、
公
衆
衛

生
の
更
な
る
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
上
水
道
の
第
二
浄
水
場
お
よ
び
第
一
水
源

は
、
洪
水
が
発
生
し
た
際
に
浸
水
被
害
を
受

け
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
高
台
に
配
水
池

を
設
置
し
、
県
水
を
受
水
す
る
方
法
に
変
更

し
ま
す
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て
は
、
施
設

の
詳
細
設
計
お
よ
び
用
地
買
収
、
関
連
管
路

の
布
設
工
事
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

【
行
政
】

　
役
場
庁
舎
は
、
経
年
の
劣
化
に
よ
り
雨
漏

り
や
壁
面
の
ひ
び
割
れ
等
多
く
の
不
具
合
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
屋
根
や
壁
面
の

補
修
等
の
工
事
を
行
い
ま
す
。

　

新
規
・
重
要
事
業

　

何
度
も
感
染
拡
大
を
繰
り
返
し
て
い
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
町
の

未
来
の
発
展
の
方
向
を
見
直
す
た
め
の
契

機
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
経
済
・
社
会
の
あ
り
方
や

デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
に
よ
る
地
方
回
帰
、

人
と
人
と
の
つ
な
が
り
な
ど
、
よ
り
暮
ら

し
や
す
く
、
よ
り
強
靱
な
地
域
を
つ
く
る

機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ
を
活
用
し
、　

町
の
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
化
を
推
進
し
、
住
民
票
や

所
得
証
明
書
等
の
申
請
書
の
記
載
を
不
要

と
す
る
取
組
み
、
手
数
料
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
化
を
行
い
、
更
な
る
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
子
契
約
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
地
域
事
業
者
へ
の
Ｄ
Ｘ
支
援
、
内
部

事
務
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
加
速
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
デ

ジ
タ
ル
化
の
実
現
」
に
向
け
、
デ
ジ
タ
ル

活
用
に
不
安
の
あ
る
高
齢
者
等
を
対
象
と

し
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
教
室
を
開
催
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
第
５
次
総
合
振
興
計
画
後

期
基
本
計
画
で
位
置
付
け
た
、「
健
幸
」「
美

力
」「
安
全
・
安
心
」
の
３
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
、
横
断
的
か
つ
総
合

的
に
推
進
し
、「
住
民
一
人
ひ
と
り
が
誇
り

を
持
っ
て
暮
ら
せ
る
美
し
の
里
」
と
い
う

将
来
像
の
実
現
に
向
か
っ
て
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。
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